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(57)【要約】

【課題】疲労試験機に用いることができ、偏心重錘の回

転中においても供試体に負荷する繰り返しモーメントの

振幅を変更可能な繰り返しモーメント発生装置を提供す

る。

【解決手段】繰り返しモーメント発生装置１００は、回

転自在に保持された軸体４，５と交差する状態で且つ軸

体４，５と交差する方向に沿ってスライド可能な状態で

軸体４，５に設けられた偏心重錘部材６ｃ，７ｃと、軸

体４，５の軸心４ｃ，５ｃ方向に沿って摺動可能な状態

で且つ軸体４，５が空転可能な状態で軸体４，５に取り

付けられたスライダ３１，３２と、スライダ３１，３２

の軸心４ｃ，５ｃ方向の摺動運動を、軸体４，５と交差

する方向のスライド運動に変換して偏心重錘部材６ｃ，

７ｃに伝達するリンク機構３４，３５と、スライダ３１

，３２を軸体４，５の軸心４ｃ，５ｃ方向に沿って摺動

させる操作手段であるハンドル４４などを備えている。
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